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6月10日、上田橋下流の千曲川 でコイとウグイを放流する行事があ りました。これは、 6月の環境

保護月間に合わせて実施されたもので、上ノj、の市町村職員や公害防止監視員、市連合婦人会役員など

の皆さんが、上小漁業協同組合から無料で提供されたコイ 50kgとウグイ 50kgを放流しました。

主な内容

6 }-j定例市議会が開会・・・ ーー -ー ー・・・・・・ーー ・・・・・・・・・・ ー...2~4 ページ

安全は家庭、学校、職場、地域くるみで・・ ・ー・・・・・・...........4ページ

上回わっしょい為(IJ・i宝寺つくって申し込もう・………… 5ページ

みんなでいわっしょ~ ， ，、祇園祭リ ー................................6ページ

市長が 「一日おとうさん」 になります・・・・ ・・・・・・ ー・・・・・・・・・・・7ページ

「断桝会」 にご参加を・・・ーー・・・ー ・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・ー............8ページ

大麻(あさ)、 けしを伐減しよう ー・・・・・・・・・…・・・・・ ・・・・ ・・・・・ー .9ページ

おくや み ・・・・・・・............... ー・・ ・ー・・・・・・・・・・ ・・ー・・・・・・・・ ........10ページ

青少年非行化防止特集・・ー ー・ー ー・・・・ーーー・・・・・ ・・・・・・・ー特集 1~4 ページ

総人口

男

女

世帯数

市民の動き

( 6月1日現在)

113，061人 (+ 158) 

55，177人 (+ 88) 

57，884人 (+ 70) 

34，215世帯 (+ 128) 

( )内は前月比です。
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重点事業に小牧橋

東塩田保育園〈仮称〉

め
先
行
取
得
が
で
き
た
の
で
、
両
国
を

統
合
し
て
来
年
四
月
間
園
を
目
指
し
て

えつ広 報号842 一第号

6月定例市議会が、 6月9日から始ま ;

:りました。

j今回の市議会は、 6月26日まで18日間の j

j会期で聞かれ、「上田市税条例の一部改正 j

j案Ji上田市国民健康保険条例の一部改正:

j案Ji昭和56年度上田市一般会計補正予算 j

;案」など25議案が提案、審議されました。;

6月定例市議会が開会

度
か
ら
二
か
年
計
画
で
神
科
配
水
池
の

築
造
工
事
を
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の

農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

市
長
提
案
説
明
要
旨

景
気
の
動
向
に
や
や
明
る
き
が
み
え

て
き
た
と
は
い
、
ぇ
、
地
方
自
治
を
と
り

ま
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢

で
す
が
、
財
政
事
情
の
許
す
範
囲
に
お

い
て
、
園
、
県
の
補
助
事
業
の
見
通
し

と
緊
急
事
業
を
中
心
に
配
意
を
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
こ
た
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

小
牧
橋
架
橋
事
業

今
秋
着
工

提案説明をする石井市長(手前)

小
牧
橋
架
橋
事
業
に
つ
い
て
は
、
先

に
実
施
し
た
ポ
ー
リ

ン
グ
調
査
の
結
果

に
基
づ

い
て
現
在
設
計
の
段
階
に
入

っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
秋
か
ら
工
事
に
着

手
し
た
い
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
五
十
八
年
度
完

成
を
目
途
に
建
設
を
促
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す

の
で
、
関
係
各
位
の

一

層
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

北
陸
新
幹
線
早
期
着
工
と
上
田
駅
併

設
誘
致
に
つ
い
て
は、

鉄
建
公
団
が
飯

山
市
で
実
施
し
た
地
質
調
査
の
結
果
、

技
術
的
に
飯
山
回
り
が
可
能
と

の
見
解

が
-
不
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
七
越

ル
ー

ト
実
現
に
向
け
一
歩
前
進
し
た
わ
け
で

す
が
、
今
後
も
さ
ら
に
、

こ
の
建
設
促

ま
し
た
。

*
民
生
費

進
運
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
関
越
自
動
車
道
上
越
線
に
つ

い
て
も
、
早
期
建
設
に
向
け
て
県
及
び

沿
線
関
係
市
町
村
と
と
も
に
、
引
き
続

き
建
設
促
進
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

林
道
原
峠
線

来
春
開
通

自
然
運
動
公
園
は
、
総
合
体
育
館
を

は
じ
め
諸
施
設
の
工
事
が
今
秋
完
成
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
御
所
を
起
点
と

し
て
自
然
運
動
公
園
に
通
じ
る
林
道
原

峠
線
新
設
の
た
め
の
国
有
林
の
指
定
解

除
に
つ
い
て
、
林
野
庁
と
折
衝
を
続
け

て
き
た
と
こ
ろ
今
回
そ
の
見
通
し
が
つ

い
た
の
で
、
来
春
開
通
の
予
定
で
工
事

に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
し
た
秋
和
上

堀
線
に
つ
い
て
は
、
地
元

の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
県
道
上
回
塩
回

線
と
の
接
続
が
実
現
し
、
現
在
暫
定
的

に
供
用
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に

歩
道
、
車
道
の
舗
装
工
事
を
実
施
し、

早
期
完
成
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
塩
田
保
育
園
(
仮
称
)

来
年
四
月
開
園

東
塩
田
地
区
の
統
合
保
育
網
建
設
に

つ
い
て
は
、
地
元
並
び
に
か
し
わ
保
育

刷
、
若
葉
保
育
関
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

こ
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
い

て
用
地

特
定
地
域
農
業
伝
興
総
合
対
撃

に
お
け
る
西
野
竹
生
活
改
務
セ

ン
タ
ー



号一

の
先
行
取
得
が
で
き
た
の
で
、
両
国
を

統
合
し
て
来
年
四
月
間
図
を
目
指
し
て

建
設
し
ま
す
。
両
固
め
よ
き
伝
統
を
生

か
し
、
よ
り
よ
い
保
育
環
境
の
充
実
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

塩
尻
地
区
公
民
館
建
設
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
公
民
館
活
動
の
場
と
し
て
、
ま

た
本
年
度
県
の
助
成
を
得
て
実
施
す
る

塩
尻
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
の
拠
点

と
し
て
、
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
建

設
し
て
い
き
ま
す
。

842 第

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

を
建
設

f三え

次
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

建
設
に
つ
い
て
は
、
東
部
地
区
に
お
い

て
、
梅
雨
、
台
風
な
ど
の
降
雨
時
に
小

河
川
が
は
ん
ら
ん
し
、
家
屋
の
床
下
、

床
上
浸
水
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

こ
の
災
害
の
未
然
防
止
と
被
害
軽
減
の

た
め
に
第
一
分
団
構
成
自
治
会
で
組
織

す
る
自
衛
水
防
団
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
第
一
分
団
の
詰
所
、

車
庫
を
併
設
し
、
災
害
に
備
え
て
の
資

機
材
、
食
糧
の
備
蓄
と
地
域
住
民
へ
の

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
目
的
を
も
っ

て
現
在
の
常
国
会
館
を
取
り
壊
し
、
‘
そ

の
跡
地
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ

ー
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
建
設

に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

水
道
事
業
で
は
、
神
科
地
区
の
人
口

急
増
に
伴
う
給
水
対
策
と
し
て
、
本
年
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度
か
ら
二
か
年
計
画
で
神
科
配
水
池
の

築
造
工
事
を
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
水
需
要
に
対
し
て
は
、
今
後

も
計
画
的
な
安
定
供
給
の
た
め
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
な
条
例
の
改
正

V
上
田
市
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
法
人
市

民
税
の
標
準
税
率
及
び
制
限
税
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
法
人
税

割
の
税
率
の
改
正
な
ど
を
し
た
い
と
い

う
も
の
で
す
。

V
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

地
方
税
法
な
ど
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

保
険
税
の
課
税
限
度
額
並
び
に
軽
減
額

の
引
き
上
げ
な
ど
の
改
正
を
し
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

V
乳
幼
児
医
療
費
特
別
給
付
金
条
例
等

の
一
部
改
正

乳
幼
児
な
ど
の
医
療
費
を
負
担
す
る

た
め
の
特
別
給
付
金
制
度
と
、
社
会
保

険
各
法
に
基
づ
く
保
険
者
ま
た
は
共
済

組
合
の
付
加
給
付
金
と
の
支
給
関
係
を

明
確
に
す
る
た
め
、
関
係
条
例
の
改
正

を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

V
上
田
市
鹿
蝶
.
共
済
条
例
の
一
部
改
正

法
令
の
一
部
改
正
に
基
づ
き
果
樹
共

済
に
つ
い
て
引
き
受
け
方
式
が
改
め
ら

れ
た
の
に
伴
い
、
共
済
金
額
並
び
に
共

d

済
金
の
支
払
額
に
つ
い
て
の
改
善
な
ど

農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

マ
上
田
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
改
正

非
常
勤
消
防
団
員
な
ど
に
対
す
る
損

害
補
償
の
充
実
を
図
る
た
め
、
補
償
基

礎
額
な
ど
の
引
き
上
げ
、
損
害
補
償
の

内
容
の
改
善
盤
備
を
行
い
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

一
般
会
計補

正
予
算
の

主
な
内
容

今
回
の
補
正
額
は
、
十
億
三
千
三
百

七
十
七
万
五
千
円
で
、
こ
れ
に
よ
り
予

算
総
額
は
、
百
八
十
四
億
二
千
二
百
十

六
万
八
千
円
と
な
り
ま
す
。

マ
歳
入
の
主
な
も
の

分
担
金
及
び
負
担
金
三
億
八
千
六
百

二
十
一
万
六
千
円
、
市
債
二
億
九
十
万

円
、
地
方
交
付
税
一
億
五
千
万
円
、
市

税
一
億
二
千
百
十
四
万
一
千
円
な
ど
い

ず
れ
も
収
入
可
能
額
を
見
込
ん
で
計
上

し
ま
し
た
。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

*
総
務
費

自
治
会
に
お
け
る
共
同
集
会
施
設
の

新
築
及
び
改
修
費
の
補
助
金
と
し
て
一

千
九
百
三
十
一
万
五
千
円
、
同
じ
く
敷
地

購
入
費
補
助
金
百
六
十
四
万
五
千
円
、

防
犯
灯
の
新
設
に
対
す
る
補
助
金
四
百

四
十
五
万
四
千
円
な
ど
自
治
会
が
進
め

る
環
境
整
備
の
た
め
の
経
費
を
計
上
し

キ
A
F
P

し
わ
~
。

*
民
生
直
買

仮
称
東
塩
田
保
育
園
の
建
設
事
業
に

つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
九
年
、
三
十
年

と
相
次
い
で
建
て
ら
れ
た
、
か
し
わ
保

育
園
と
若
葉
保
育
園
が
老
朽
化
し
た
の

で
、
新
た
に
敷
地
を
求
め
て
統
合
の
う

え
新
築
し
た
い
と
い
う
も
の
で
、
工
事

費
と
し
て
鉄
骨
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
平
屋
建

て
八
百
四
十
平
方
日
の
本
体
工
事
費
ほ

か
各
種
付
帯
工
事
費
を
あ
わ
せ
一
億
四

千
六
百
六
十
万
円
、
ま
た
二
千
八
百
八

十
平
方
日
の
用
地
購
入
費
四
千
五
百
六

十
二
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

同
和
対
策
事
業
と
し
て
、
道
路
、
下

排
水
路
の
改
修
な
ど
生
活
環
境
整
備
工

事
費
九
百
八
十
四
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

*
衛
生
食

下
郷
の
埋
立
地
の
一
部
を
利
用
し
て

運
動
広
場
を
造
成
し
、
地
元
の
皆
さ
ん

の
た
め
の
社
会
体
育
施
設
と
し
て
バ
レ

ー
コ
ー
ト
を
設
置
し
た
い
と
い
う
も
の

で
、
工
事
費
五
百
四
十
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

*
労
働
費

失
業
対
策
事
業
の
就
労
者
に
対
し
て

一
定
年
齢
以
上
に
つ
い
て
円
滑
な
自
立

引
退
の
道
を
聞
き
、
そ
の
た
め
の
特
別

援
助
金
を
支
給
し
た
い
と
い
う
も
の
で

園
、
県
、
市
各
三
分
の
一
負
担
と
し
て

当
面
対
象
者
二
名
分
二
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

*
農
林
水
産
業
費

特
定
地
域
農
業
振
興
総
合
対
策
事
業

に
お
け
る
西
野
竹
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

建
設
費
補
助
金
四
百
八
十
万
円
、
麦

・

大
豆
等
生
産
総
合
振
興
対
策
事
業
に
お

け
る
泉
田
南
部
生
産
振
興
セ
ン
タ
ー
建

設
費
補
助
金
一
千
五
百
万
円
な
ど
の
ほ

か
、
土
地
改
良
事
業
関
係
で
は
、
小
牧

橋
架
橋
及
び
取
付
道
路
の
繋
備
な
ど
の

工
事
費
三
億
円
、
用
地
買
収
費
六
千
八

百
六
十
二
万
円
を
追
加
計
上
し
ま
し
た

が
、
本
年
度
事
業
の
概
要
と
し
て
は
、

橋
台
二
基
、
橋
脚
二
基
の
建
設
及
び
取

付
道
路
用
地
の
取
得
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
県
営
塩
田
平
か
ん
ば

い
事
業
負
担
金
五
千
八
百
八
十
四
万
八

千
円
、
県
営
塩
田
西
部
ほ
場
繋
備
事
業

補
助
金
一
千
百
四
万
四
千
円
な
ど
各
種

県
営
及
び
団
体
営
事
業
に
対
す
る
市
負

担
分
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幼
児
な
ど
の
水
難
事
故
が
増

え
つ
つ
あ
る
折
か
ら
、
た
め
池
や
水
路

な
ど
数
多
く
の
危
険
箇
所
を
持
つ
各
自

治
会
な
ど
に
お
い
て
は
、
た
め
池
等
水

利
施
設
管
理
団
体
協
議
会
を
設
立
し
て

こ
れ
ら
の
事
故
に
対
処
す
る
た
め
の
基

金
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
た
め
の
補
助
金
と
し
て
三
百
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

*
土
木
賞

道
路
の
新
設
改
良
で
は
小
牧
川
辺
町

線
の
国
庫
補
助
対
象
事
業
費
一
千
二
百

万
円
、
交
通
安
全
施
設
の
盤
備
で
は
継

続
事
業
と
し
て
進
め
て
き
た
区
画
街
路

二
十
六
号
線
の
歩
道
新
設
工
事
費
二
千
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二
百
五
十
万
円
を
計
上
し
、
本
年
度
に

お
い
て
国
道
十
八
号
線
ま
で
完
結
し
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
街
路
事

業
の
秋
和
上
田
畑
線
の
追
加
事
業
費
一
千

万
円
、
市
道
御
所
二
号
線
上
満
丁

(
か

み
ま
ん
ち
ょ
う
)
踏
切
に
お
け
る
踏
切

改
良
補
助
金

一
千
九
百
六
十
七
万
四
千

円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
消
防
費

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設

計
委
託
料
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
教
育
費

仮
称
城
南
小
学
校
用
地
買
収
費
に
お

い
て
は
、
す
で
に
買
収
を
終
わ

っ
た
用

地
代
の
ほ
か
に
造
成
費
を
含
め
総
傾
十

億

一
千
八
百

一
万
四
千
円
余
と
し
、
こ

えつ広報号842 一第

号~

一一生活のすべてに安全を一一

安全は家庭、学校、

職場、地域ぐるみで.ゲ

日
常
生
活
の
安
全
を
お
び
や
か
す
交

通
事
故
、
労
働
災
害
、
火
災、

水
難
、

農
業
災
害
、
家
庭
内
災
害
な
ど
私
た
ち

の
身
近
で
多
く
の
災
害
が
発
生
し
て
いで会

a

総

書

，曹
、

議会全安市田上の年
a
件

述
を
つ
く
っ
て
申
し

虫
、
よ
ノ

れ
を
昭
和
五
十
六
年
度
及
び
五
十
七
年

度
に
わ
た

っ
て
土
地
開
発
公
社
へ
支
払

い
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
、
本
年
度

分
に
つ
い
て
は
四
億
九
千
七
万
三
千
円

を
見
込
ん
で
既
決
予
算
と
の
差
額
五
千

七
百
三
十
八
万
八
千
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
残
り
五
億
二
千
七
百
九
十
四
万
二

千
円
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
償
務
負
担

ま
す
。

こ
れ
ら
の
災
害
は
、
産
業
経
済

の
発
展
と
生
活
文
化
め
向
上
に
伴
い
、

ま
す
ま
す
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
災
害
防
止
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
検
討
さ
れ
積
極
的

に
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
災
害
を
な
く
す
こ
と
は
、
な
か

な
か
む
ず
か
し
い
現
状
で
す
。

し
か
し
、
す

べ
て
の
災
害
を
未
然
に

防
止
し
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
市

民
生
活
の
う
え
で
最
も

「
基
本
的
」
な

こ
と
で
あ
り
、
ま
た
大
変
に
重
要
な
問

題
で
す
。

上
田
市
安
全
会
議

総
会
を
開
催

こ
の
た
め
市
で
は
、
「
上
田
市
安
全

会
議

(
議

長

上

田

市

長

)」
を
設
置
組

織
し
、
市
民
生
活
の
す
べ
て
に
わ
た
る

安
全
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

安
全
会
議
は
、
「
交
通
安
全
」
「
産
業
安

全
」
「
防
災
安
全
」
「
学
校
安
全
」
「
家
庭
安

全
」
「
自
治
会
安
全
」
の
六
部
会
か
ら
構

成
さ
れ
、
各
部
会
ご
と
に
具
体
的
な
計

連
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
は
左
記
の
要
領
で

と
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
塩
尻
地
区
公
民
館
の
新
築
工

事
費
一
億
円
ほ
か
諸
経
費
を
見
込
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
上
塩
尻
に
鉄
骨

造
り
二
階
建
て
延
べ
六
百
五
十
六
平
方

灯
の
規
模
で
建
設
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
年
次
計
画
に
よ
っ
て
進
め

る
上
田
城
跡
の
や
ぐ
ら
改
修
費
と
し
て
、

画
を
た
て
て
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
部
会
の
連
携
と
相
互

協
力
の
も
と
に
、
一
体
と
な

っ
て
市
民

一
人
ひ
と
り
の
生
活
環
境
、
そ
の
他
日

常
生
活
の
場
の
安
全
と
安
全
意
識
の
向

上
を
図
り
、
明
る
い
安
全
な
家
庭
、
学

校
、
職
場
、
地
域
づ
く
り
の
運
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
安
全
会
議
総
会
が
、
五
月
十
二

日
、
会
員
代
表
の
皆
さ
ん
が
多
数
出
席

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
、
各
部

会
の
昭
和
五
十
五
年
度
の
事
業
実
施
状

況
及
び
活
動
状
況
が
報
告
き
れ
、
ま
た

今
年
度
の
予
算
案
、
事
業
計
画
な
ど
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
度

は
、
よ
り
い

っ
そ
う
積
極
的
に
安
全
運

動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

身
近
の
安
全
点
検
を

忘
れ
ず
に

災
害
は
、
家
庭
生
活
、
市
民
生
活
を

恨
底
か
ら
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
市

民

一
人
ひ
と
り
が
安
全
意
識
を
持
ち
、

本
年
度
は
西
や
ぐ
ら
に
つ
い
て
屋
植
、

外
壁
な
ど
を
主
に
二
千
七
百
三
十
九
万

四
千
円
、
ほ
場
笠
備
地
区
に
お
け
る
埋

蔵
文
化
財
の
緊
急
発
摺
調
査
費
と
し
て

三
か
所
分
八
百
万
円
、
東
前
山
同
和
地

区
集
会
所
用
地
買
収
費
四
百
二
十
万
円

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
安
全
意
識
の
向
上
を
よ
り
い

っ
そ

う
高
め
、
生
活
の
ま
わ
り
や
そ
の
他
日

常
生
活
の
場
の
安
全
性
を
絶
え
ず
点
検

し
、
み
ん
な
で
災
害
を
絶
滅
し
て
明
る

い
安
全
な
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
社
会

づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
毎
年
七
月
一
日
は

国
民
安
全
の
日
で
す
」

児

悩

ど

く
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日
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号

速
を
つ
く
っ
て
申
し
込
も
う

842 第

7
月
日
日
附
ま
で

市
民
の
祭
り
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」

も
、
今
年
で
十
周
年
を
迎
、
え
ま
す
。
今

年
は
十
周
年
を
記
念
し
て
七
月
二
十
四

日
に
花
火
大
会
、
二
十
五
日
に
は
姉
妹

都
市
出
石
町
の
大
名
行
列
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

七
月
二
十
五
日
の
夜
は
、
家
族
そ
ろ

だ

フケ25(土)

えつー (5)一一 一 昭 和56年 7月 1日 広 報

ta 

っ
て
楽
し
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

「
連
」
の
申
し
込
み
受
付

七
月
一
日
か
ら
「
連
」
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
自
治
会
、
職
場
な

ど
で
踊
り
達
、
み
こ
し
連
、
太
鼓
速
の2 

連
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
は
左
記
の
要
領
で
お
願
い

し
ま
す
。

申
し
込
み
締
切
日
は
、
七
月
十
五
日

制
で
す
。
締
切
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申

し
込
み
は
、
連
の
出
発
場
所
の
位
置
の

関
係
か
ら
受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
締
切
日
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

園 田園田凹

上
田
市
大
手

l
の
け
の
同

上
田
市
役
所
観
光
課
内

且抗
V骨

4
ぃ

仮
事
務
所
行

人連
数名

小お「
堂 (と

生 Eな

生
以 ー

上 ~
) 踊み

りし

太

鼓
名名 ~

団
体
名

代
表
者
名

住
所

電
信

踊
り
の
練
習
は

講
師
が
必
要
な
連
に
は
、
上
国
民
踊

連
合
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
指
導
に
行

き
ま
す
。

講
師
の
皆
さ
ん
の
連
絡
先
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
最
寄

り
の
講
師

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
師

へ
の
謝
礼
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
の
交
通
規
制
な
ど
に
つ

い
て
は
、
次
号
の
「
広
報
う
、
え
だ
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

民
一
人
ひ
と
り
が
安
全
意
識
を
持
ち

上回わっしょい踊り講師一覧表
氏 名 f王 戸斤 電 話

中沢てい子 上 川 J東柳町1494-17 22- 9361 

西沢貞子 常聖書城 1ー 7-15 22 - 8985 

近藤敏子 中央酋 2-5-2 22ー 1674

丸山和江 常国 3-2-4 22-6559 

水野富市子 五加1149- 1 38-2414 

中村久校 川 illlllJ872 22-4819 

山崎よしゑ 上 )11原柳町1757-8 22 - 5684 

両角かね代 二世子町520 24 - 8357 

金沢佐多子 中央 2-24-3 23-0582 

倉沢とき子 染屋2062- 8 24-1037 

池田武子 常態 城 1ー 7-19 24 - 8990 

ニ輸歌子 中央 3- 8 -22 24 - 0825 

菅 沼 せ き じ 上塩尻206ー 7 27-6417 

石巻延子 桜台市住102号 35-2185 

滝沢良江 中央北 2ー 7-2 23-1438 

市 川 久子 阿 734 31-3305 

清水考子 天神 4-21ー 7 24 - 5344 

高橋きみ子 千曲町 27 22 - 8321 

井戸久子 常入 1-11-32 24 - 3976 

小松宮子 触が丘 1-10-20 22ー 7072

佐藤恵美子 」二r尺1471-20 24-1513 

(敬称略)

大
名
行
列
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

上
回
わ
っ
し
ょ
い
実
行
委
員
会
で
は
、

姉
妹
都
市
出
石
町
か
ら
の
大
名
行
列
の

参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

大
名
行
列
は
、
上
回
わ
っ
し
ょ
い
十

周
年
を
祝
つ
て
の
特
別
行
事
で
す
。

姉

妹
都
市
の
伝
統
行
事
に
参
加
し
て
、
生

き
た
歴
史
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員

マ
小
学
校
三
・
四
年
生

l
女
子
二
十
六

名
、
男
子
二
十
名

マ
小
学
校
五

・
六
年
生

1
男
子
五
十
名

応
募
方
法
:
・
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
保
護
者
名
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
、
身
長
を
ご
記
入
の
う

え
、
〒

3
8
6

上
田
市
大
手
一

Il

-
-
一
六
上
田
市
役
所
観
光
課

内
上
回
わ

っ
し
ょ
い
仮
事
務
所
ま
で
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
:
・
七
月
十
五
日
(
必
着
)

食

用

:
・
千
円
(
わ
ら
じ
、
た
び
)

そ
の
他

:
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
ま
す
。
な
お
、
役
柄
は
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。
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基本的

玉里解のために

えつ広報

り

みんなで《わっしょい、

都 圏 祭

号842 ー第

! 同和問題を考える I 
く7月11日出-12日(日)>

L一一I 

O
就
職
支
度
金
支
給
事
業

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

事
換
の
面
に
つ
い
て
は
、
大
体
わ
か

り
ま
し
た
が
、
差
別
意
睡
眠
を
な
〈
す
た

め
の
同
和
教
育
の
面
で
は
ど
う
で
し
ょ

・ヲか。日
本
国
憲
法
は
、
す
べ
て
の
国
民
は

法
の
も
と
に
平
等
で
あ
り
、
基
本
的
人

権
は
侵
す
こ
と
が
で
き
な
い
恒
久
の
権

利
と
し
て
保
障
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
部
落
差
別
は
今
日
な
お
、
あ
と

を
た
た
な
い
現
状
で
す
。
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少
年
は
増
加
、
成
人
は
減
少

一第 842号

図
川
は
、
戦
後
に
お
け
る
県
内
の
刑

法
犯
少
年
の
推
移
を
グ
ラ
フ
で
示
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
、
少

年
非
行
が
戦
後
第
三
の
ピ
ー
ク
を
形
成

号~

増
加
す
る

グ
遊
び
型
・
低
年
齢
化
d

不
良
行
為
少
年
の
一
番
は
喫
煙

で
は
、
ご
く
最
近
は
、
ど
の
よ
う
な

特
徴
が
み
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
?

表
問
・

ωは
、
今
年
の
一
月
か
ら
五

月
ま
で
の
上
回
警
察
署
管
内
に
お
け
る

少
年
非
行
の
状
況
を
表
わ
し
た
も
の
で

す。
表
仰
は
、
少
年
非
行
の
概
況
を
示
し

て
い
ま
す
。
こ
の
表
で
は
、
不
良
行
為

子
供
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
康
で
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の
一

一
は
、
す
べ
て
の
親
の
願
い
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
親
の
気
持
ち
と
は
裏
一

一
腹
に
、
近
年
は
長
野
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
上
田
市
内
で
も
少
年
非
行
が
増
え
続
一

一

け

て

い

ま

す

。

一

七
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
強
調
月
間
」
で
す
。
こ
れ
は
、
非
行
の
一

一
芽
ぱ
え
や
す
い
夏
に
国
が
実
施
す
る
も
の
で
、
次
代
を
に
な
う
青
少
年
の
健
全
一

一
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
上
田
市
で
も
、
こ
の
期
間
中
、
街
頭
啓
発
活
動
な
ど
膏
一

一
少
年
の
非
行
化
防
止
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
、
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

か
つ
て
は
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
し
な
が
ら
、
な
お
も
増
加
し
続
け
て
い

家
庭
の
代
名
詞
の
よ
う
に
い
わ
れ
た
少
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

年
非
行
。
最
近
は
、
む
し
ろ
恵
ま
れ
た
ま
た
、
表
川
は
犯
罪
者
数
、
犯
罪
者

家
庭
で
、
し
か
も
甘
や
か
さ
れ
て
育
つ
率
の
最
近
五
年
間
の
推
移
を
、
成
人
、

た
子
供
が
、
非
行
に
走
る
ケ
ー
ス
が
増
少
年
別
に
表
わ
し
た
も
の
で
す
が
、
成

え

て

い

ま

す

。

人

は

減

少

し

て

い

る

も

の

の

、

少

年

は

ま
た
、
親
の
自
信
の
な
き
、
子
供
に
逆
に
増
加
し
、
特
に
昨
年
は
著
し
い
増

対
す
る
無
関
心
や
放
任
、
さ
ら
に
は
乱
加
を
示
し
ま
し
た
。

れ
た
家
庭
の
ふ
ん
囲
気
も
、
子
供
を
非

行
に
傾
か
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
固
め
特
集
で
は
、
「
少
年
非
行
の

実
態
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

少
年
が
昨
年
同
期
よ
り
二
百
三
十
一
人

増
え
、
中
で
も
女
子
は
二
・
五
倍
も
増

え
た
の
が
目
立
ち
ま
す
。
不
良
行
為
少

年
を
分
類
す
る
と
、
喫
煙
二
百
五
十
九

人
(
昨
年
同
期
百
六
十
八
人
)
、
深
夜
は
い

か
い
二
百
十
三
人
(
同
百
八
十
九
人
)
、

暴
走
行
為
百
七
人
(
同
百
一
人
)
、
不
健

全
娯
楽
四
十
五
人
(
同
十
八
人
)
、
乱
暴

け
ん
か
三
十
六
人
(
同

O
人
)
な
ど
で
、

す
べ
て
昨
年
同
期
よ
り
増
え
て
い
ま
す
。

刑
法
犯
少
年
の
一
番
は
万
引

次
に
、
表

ωに
あ
る
刑
法
犯
少
年
を

罪
種
、
学
職
別
に
詳
し
く
表
わ
し
た
も

の
が
表
制
で
す
。
こ
の
中
で
特
徴
的
な

こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る

H

遊
び
型
非
行
H

が
依
然
と
し
て
多
く
、
万
引
(
七
十
二

人
)
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
(
十
六
人
)
、
自

転
車
盗
(
十
四
人
)
で
全
体
の
七
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
的
に
は

中
学
生
の
増
加
が
激
し
く
、
昨
年
同
期

に
比
べ
三
倍
(
六
十
人
)
も
増
え
た
こ

と
に
よ
り
、
高
校
生
(
五
十
九
人
)
を

追
い
越
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
よ
く
い

わ
れ
る
少
年
非
行
の

ρ

低
年
齢
化
。
が

は
っ
き
り
浮
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

付
近
で
あ
わ
て
て
い
る
姿
が
気
に
な
っ

第三のピーク

学歴社会の

ひずみ
レジャーブーム

(遊ひ型非行)
万引乗物盗

長野県における
主要刑法犯少年の推移

第二のピーク

経済の高度成長
急激な社会変化
(凶悪犯・粗暴犯)

図 1

戦後の
混乱と貧困

が背景

(強盗・窃盗)

人

2，500 

2，000 

1，500 

少年非行状況・昭和56年1"""'5月 (上回警察署管内)

表 2 概況

区 分 1 -5月 昨年同期 比較

日~[!. 117 ( 26) 75 ( 21) + 42 

触法少年 28 ( 7) 12 + 16 

特別法犯少年 6 4 + 2 

不良行為少年 813 ( 67) 582 ( 27) +2311 

-@、 5十 964 (100) 673( 48) +291 

( )内は女子

行
っ
た
が
、
見
失
っ
て
し
ま
っ
た

年 思リ 自51年 52年 53年 54年 55年

人員 1，554人 1，423人 1，855人 1，930人 2，335人

少年
犯罪者率 9.6 8.8 11.4 11. 9 14.7 

人員 3，409人 3，255人 3，209人 2，994人 2，616人

成人
犯罪者率 2.4 2.3 2.3 2.1 

※少年は14歳以上20歳未満、成人は20歳以上
※犯罪者率とは、 1，000人当りの犯罪者数

55 

長野県の犯罪少年と成人の比較

50 45 3940 35 30 2526 

褒 1

1，∞o 

昭和22

( )内は女子

小 中 高 大そ学職年有少 戦年無少 合 期年昨同
学学校 学自

生生生生の生 計

9 1 9 113 
4 (2)!2的 )!40例 72(32)!4日20)

6 1 8 1 1 2 1 116 1 6 
1 110 1 3 1 114 1 4 
2 !7(1)!5! !1 !10 !2 !27(11112(1) 

3 13 11 17 15 

lα2)倒 7)159(24)11 !1 !12 ! 2 !145(:お:)187(21)
6 120(6)149(13)1 110(1)12(1)187(21) 

刑法犯少年(罪種・学職別)費3

四
年
生
と
わ
か
っ
た
が
、
な
お
訴
を
間
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街
頭
補
導
日
誌

少
年
補
導
委
員
の
報
告
か
ら

少
年
補
導
委
只
は
、
自
治
会
か
ら
推

薦
さ
れ
た
方
な
ど
で
組
織
さ
れ
、
市
内

に
は
百
十
一
人
い
ま
す
。
委
員
の
皆
さ

ん
は
、
街
頭
補
導
を
中
心
に
、
青
少
年

の
非
行
化
防
止
、
健
全
育
成
に
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
掲
載
し
た
文
章
は
、
少
年
補

導
委

μ
の
皆
さ
ん
が
、

街
頭
補
導
の
つ

ど
、
そ
の
状
況
を
市
の
少
年
育
成
セ

ン

タ
ー
に
報
告
し
た
「
街
頭
補
導
連
絡
票
」

か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

だく特集〉えつ

五
月
六
日
制

(午
前
だ
け
の
授
業
日
)

一(2)-一一一昭和56年 7月1日一一一一一 広 報

市
内
の
小
中
学
校
は
、
教
育
会
上
田

支
会
総
会
の
た
め
、
午
前
だ
け
の
佼
業

だ
っ
た
せ
い

か
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な

ど
は
小
中
学
生
が
比
較
的
多
い
よ
う
に

感
じ
た
。

-
A
庖
ゲ

l
ム
コ
ー
ナ
ー
は
、
は
ぽ
満

口
。
C
中
の
八
人
を
筆
頭
に、

D
中
、

E
中
が
数
人
、

S
小
の
三
人
が
主
な
と

こ
ろ
。
千
円
札
を
さ
っ
さ
と
両
替
す
る

生
徒、

今
日
は
三
百
円
使
う

つ
も
り
と

い
う
小
学
生
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
だ
っ

た
。

・
三
時
四
十
分
ご
ろ
、
B
庖
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
に
は
二
十
八
人
。
さ
き
ほ
ど
の

A
庖
で
早
く
お
帰
り
と
声
を
か
け
た
中

学
生
三
人
が
、
も
う
イ
ン
ベ

l
ダ

l
に

熱
中
し
て
い
た
。
で
も
、
こ
ち
ら
に
気

づ
い
て
、
ぱ
つ
悪
そ
う
に
こ
そ
こ
そ
と

出
て
行

っ
た
。
自
分
で
承
知
し
て
い
る

の
に
や
め
ら
れ
な
い
様
子。

そ
こ
が
問

題
だ
。

・
四
時
、
C
庖
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
に
は

三
十
三
人
。
そ
の
う
ち
A
中
が
四
人
、

B
中
が
四
人
。
あ
と
か
ら
高
校
生
が
続

々
と
階
段
を
上
が

っ
て
く
る
。
中
学
生

に
注
意
を
し
、
一
緒
に
補
導
し
て
い
る

方
と

「
連
休
明
け
の
気
分
転
換
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
」
と
話
し
合
う。

-
D
書
庖、

E
書
屈
と
も
別
に
変
わ

っ

た
こ
と
が
な
か
っ

た
。

小
中
学
生
は
、
ほ
と
ん
ど
の
子
が

H

ゲ

ー
ム
セ

ン
タ
ー

へ
子
供
だ
け
で
来
て
は

い
け
な
い

。
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず、

や
っ

て
く
る
。
ぽ
っ

と
空
い
た
時
聞
の
使
い
方
を
知
ら
な
い
。

中
学
校
で
は
年
度
初
期
、
再
三
の
ご
指

導
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
つ
く
づ

く
感
じ
た
。

五
月
十
日
制

(不
審
な
小
学
生

六
時
十
五
分
ご
ろ、

日
曜
日
の
夕
方

雨
が
降

っ
た
り
、
や
ん
だ
り
の
天
候
。

F
デ
パ
ー
ト
の
閉
庖
間
際
、
一
二
人
の
子

供
が
自
転
車
で
乗
り
つ
け
、
正
面
入
口

は
っ
き
り
浮
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

付
近
で
あ
わ
て
て
い
る
姿
が
気
に
な
っ

た

「
ぼ
く
た
ち
三
人
で
買
物
に
来
た
の

?
」
「
う
ん
、

そ
う
だ
け
ど
。
お
母
さ

ん
は
G
庖
で
買
物
を
し
て
い
る
よ
」
「
ど

こ
の
学
校

?
」
「
S
小
だ
よ
」
「
何
年

生
?
家
は
ど
こ
?
」
:
・
何
も
答
、え
て
く

れ
な
い
。

一
番
小
き
い
子
が
、
千
円
札

を
手
づ
か
み
で
大
部
持

っ
て
い
る
。

「あ
ら
、
た
く
さ
ん
の
お
金
を
持

っ
て

い
る
の
ね
?
い
く
ら
あ
る
の
?
」
「:::」

「
お
ば
さ
ん
に
見
せ
て
よ
」
「
:
:
:
」
し

ば
ら
く
し
て
、
手
を
聞
い
て
見
せ
て
く

れ
た
。
千
円
札
が
四
枚
。
子
供
た
ち
は

早
く
行
こ
う
と
あ
せ

っ
て
、
私
か
ら
逃

げ
出
し
て
し
ま

っ
た
。
子
供
の
後
を
追

い
か
け

エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
で
五
階
ま
で

行
っ
た
が
、
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

間
も
な
く
閉
庖
な
の
で
、
自
転
車
付

近
で
見
張

っ
て
い
た
。
自
転
車
に
名
前

で
も
と
思
い
見
る
と
、
は

っ
き
り
記
名

し
て
あ
る
。

。
S
四
六
五
H
・
I
o
。

小
袋
に
は
二
め
二

H
・
I
o
と
あ
る
。

デ
パ
ー
ト
の
案
内
係
へ
行
き
、
ボ
ー
ル

ペ
ン
と
メ
モ
用
紙
を
拝
借
し
て
控
え
た
。

閉
庖
に
な
り
、
さ
き
ほ
ど
の
三
人
が

出
て
き
た
が
、
私
の
顔
を
見
る
な
り

庖
の
中
を
西
口
の
方
へ
走

っ
て
行

っ
て

し
ま

っ
た
。
し
か
し
、
二
、
三
分
で
も

ど
っ
て
き
た
。

「
何
を
買

っ
て
き
た
の

?
」

「
こ
の
本
だ
よ
」
と
、

H

・
I
君

が
F
デ
パ
ー
ト
の
紙
袋
に
入

っ
た
本
ら

し
い
も
の
を
服
の
下
か
ら
出
し
、
見
せ

て
く
れ
た
。
大
き
い
子
供
の
二
人
は
、

街頭、補導 する 少年補導委員の皆さ ん

ーー・・ーーーーーーーーー-ーーーーーーーーーーー一一一ーー一ーーーーーーーーー一、、、、

t 
i 
t 
t 

' o 
f 

青少年を非行から守る強調月間

一上岡市での主な活動…

四
年
生
と
わ
か
っ
た
が
、
な
お
話
を
聞

こ
う
と
す
る
と
き
っ
と
自
転
車
に
乗
り
、

人
混
み
の
中
を
通
り
抜
け
て
行

っ
た
。

残

っ
た
弟

(
H
・
I
君
)
は
、
五
十
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
先
方
に
行
く
の
を
見
て
、

「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
待

っ
て
待
っ
て
」
と

わ
め
い
て
い
る
。
私
は
、
夜
の
会
合
が

あ
り
、
家
ま
で
送
り
届
け
る
こ
と
は
不

可
能
と
思
い
、
弟
に
十
分
気
を
つ
け
て

帰
る
よ
う
に
言
っ
て
見
送
っ
た
。

今
日
の
体
験
か
ら
、
一
人
で
三
人
の

子
供
と
応
対
す
る
こ
と
の
難
し
き
ゃ
、

メ
モ
が
い
つ
で
も
で
き
る
よ
う
に
心
が

け
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
(
五
月
十
一
日
、

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
子
供
が
通

っ

て
い
る
小
学
校
を
訪
問
し
、
状
況
報
告

と
指
導
を
依
頼
)

街頭啓発活動…関係団体の代表者によるチラシ

配布(7月 1目、 上田駅前で)、広報車の巡回

1. 

有害な社会環境の点検…少年補導委員会を中心

に地 区ごとに実施 (7- 8月)

2. 

社会を明るくする運動…中学校区単位のケー ス

研究懇談会 (7- 8月)、ポスタ ーの 配布

3 

特別街頭補導…少年補導委員会、育成会、 PT

A、警察 などによる街頭補導

4 
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メ
、.

だ

ー
母
子
・
父
子
家
庭
の

子
供
さ
ん
へ

l

え

市
長
が

つ

「
一
日
お
と
う
さ
ん
」

一一 (7)一一一一昭和56年 7月1日 広報

児
童
保
育
線

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
8
1

母
チ
家
庭
・
父
子
家
庭
の
子
供
さ
ん

は
、
お
と
う
さ
ん
が
い
な
い
、
お
か
あ

さ
ん
が
い
な
い
こ
と
で
、
精
神
的
な
悩

み
が
両
親
の
そ
ろ
っ
た
子
供
さ
ん
よ
り
、

大
き
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
も
児
童
会
活
動
リ
ー

ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
、
そ
れ
に
母
子
寡
婦
福

祉
会
と
民
生
(
児
童
)
委
員
さ
ん
の
ご

協
力
を
得
て
、
市
長
が
二
日
お
と
う

さ
ん
」
に
な
り
ま
す
。
こ
の
事
業
も
三

年
目
を
迎
、
ぇ
、
今
年
は
少
し
遠
出
を
し

て
、
美
ケ
原
高
原
に
行
き
ま
す
。

6月12日から23日ぎで、オギノギャラリ
iーで宝池月影寮寮生の給画展ガ関かれまし
:た。訪れた人たちは、障害を吹きとばす寮
i生の力作に熱Jl'.，¥に見入っていました。

夏
休
み
の

一
自
の
美
ケ
原
高
原
。
で

石
井
市
長
を
囲
み
、
楽
し
く
遊
び
、
愉

快
に
語
り
ま
し
ょ
う
。

と

会

:

八
月
二
日
川
、
午
前
九
時
上

田
駅
出
発

と
こ
ろ
:
・
美
ケ
原
高
原
(
雨
天
の
場
合

は
松
本
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
)

申
込
先
:
・
各
地
区
の
民
生

(
児
童
)
委

員
さ
ん
、
ま
た
は
児
童
保
育
謀
へ

締
切
日
:
七
月
十
五
日
附

お
年
寄
り
を
敬
う

作
文
を
募
集

社
会
課
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
む
現
在
、

お
年
寄
り
と
若
い
人
と
が
一
体
と
な
っ

た
、
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
を
築
い

て
き
た
お
年
寄
り
に
は
、
健
康
で
、

豊
か

て
、
孤
独
感
や
退
屈
感
の
な
い
、

明
る

い
社
会
環
境
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

市
で
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

お
年
寄
り
を
敬
い
、
い
た
わ
る
思
想
を

普
及
さ
せ
る
た
め
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
作
文
を
募
集
し
ま
す
。
多
数
の

皆
さ
ん
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
絡
:
・
上
田
市
在
住
者
な
ら
、
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

作
文
の
内
容
・
:
お
お
む
ね
、
次
の
中
か

ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
①
老
人
を
敬

う
思
想
を
普
及
さ
せ
る
も
の
、
②
老

人
を
真
ん
中
に
和
気
あ
い
あ
い
の
家

庭
、
③
こ
ん
な
老
人
の
生
き
方
は
素

晴
し
い
、
④
老
人
の
経
験
か
ら
教
え

ら
れ
た
も
の
、
⑤
老
人
へ
の
親
切
は

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も

原

稿

・

四

百
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
枚

以
内
。
原
稿
の
末
尾
に
は
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

(
児
童
、
生
徒
は
学

校
名
、
学
年
、
組
も
記
入
の
こ
と
)

締
切
日
・
:
八
月
二
十
日
附

応
募
先
・
:
干

3
8
6

上
田
市
大
手
一

ー

一

一

二

ハ

上

田

市

役

所

社

会

課
審
査
基
準

・
お
年
寄
り
を
温
か
く
励
ま

し
、
敬
老
や
い
た
わ
り
の
思
想
に
役

立
つ
も
の
と
し
ま
す
。

入
選
:
・
入
選
は
十
五
編
を
予
定
し
、

入
選
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

ま
た
、
「
広
報
う
え
だ
」
、
市
内
三
有
線

放
送
を
通
じ
て
発
表
す
る
予
定
で
す
。

※
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
承

知
く
だ
さ
い
。

電
話
の
公
売

血
税
標
担
税
係

官
⑫
4
1
0
0
内
館
2
4
3

有
線
②
0
6
9
1

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、
上

回
電
報
電
話
局
管
内
の
電
話
加
入
権
の

公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

と

き

:

・
七
月
十
四
日

ω、
午
前
九
時

三
十
分
(
時
間
厳
守
)。

た
だ
し
、
受

付
は
午
前
九
時
か
ら
九
時
三
十
分
。

と
ニ
ろ
・
:
市
役
所
四
階
第
四
会
議
室

方

法

競

争

入

札

台

数

:
・
当
日
決
定
し
ま
す
。

電
話
債
券
な
ど
・
・
・
公
売
に
よ
る
場
合
は
、

債
券
を
買
う
必
要
は
な
く
、
落
札
決

定
後
、
数
日
で
架
設
さ
れ
ま
す
。

公
売
公
告
の
場
所
・
:
市
役
所
、
豊
殿

・

塩
田
・
川
西
の
各
支
所
、
上
国
税
務

署
、
上
小
地
方
事
務
所

入
札
参
加
者
・
・
・
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、

本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
に
は
、
必
ず
、
本
人
自
筆
の

委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

そ
の
他
:
・
公
売
当
日
ま
で
に
、
滞
納
者

が
市
税
な
ど
を
完
納
し
た
場
合
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
の
で
、
ご
ゑ
知

く
だ
き
い
。

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
7
1

私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
で
楽
し
い
も

の
と
す
る
に
は
、
政
治
を
立
派
な
も
の

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

き
れ
い
な
政
治
が
行
わ
れ
る
に
は
、
明

る
い
選
挙
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
、
心
身
と
も
に
清
〈
正
し
い

児
童
、
生
徒
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
明

る
い
選
挙
を
推
し
進
め
る
う
、
え
に
役
立

つ
ポ
ス
タ
ー
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

内

容

:

・
明
る
い
選
挙
を
推
し
進
め
る

こ
と
を
表
現
す
る
も
の
を
か
い
て
く

だ
さ
い
。

応
募
資
格
・
:
小
学
校
児
童
、
中
学
校
・

高
等
学
校
め
生
徒
ご
人
一
点
、
自

作
の
も
の
に
限
り
ま
す
)

色
及
び
大
き
さ
・
・
・
色
彩
は
自
由
と
し
、

大
き
さ
は
四
十
五

m
以
上
五
十
五

m

以
内
×
三
十

m
以
上
四
十
四
以
内

締
切
日
・
・
・
九
月
十
日
附

提
出
先
・:
干

3
8
6

上
田
市
大
手
一

一
一
|
一
六
上
田
市
選
挙
管
理

委
員
会

そ
の
他
・
・
・
応
募
作
品
裏
面
右
下
に
学
校

名
、
学
年
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
及
び

性
別
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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ー
酒
を
や
め
た
い
方

1

「
断
酒
会
」

保
健
予
防
隈

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
0

有
線
②
0
7
2
1

酒
を
や
め
た
い
と
思
っ
て
も
、
な
か

な
か
や
め
ら
れ
な
く
て
悩
ん
で
い
る
入
、

ま
た
、
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ

断
酒
会
へ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

と

き

・
:
毎
週
金
曜
日
、
午
後
七
時
か

ら
九
時

と
-
』
ろ
:
・
上
回
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

えつ広報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
に

ご
参
加
を

上
田
市
社
会
福
祉
協
聴
会

告
⑫
2
0
2
5

今
回
の
講
座
は
、
日
常
生
活
の
中
で
、

だ
れ
に
で
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
は
、
地
域
の
福
祉
を
高
め
る
た
め

の
市
民
一
人
ひ
と
り
の
課
題
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
講
演
を
中
心
に

開
設
し
ま
す
。

自
由
参
加
で
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
:
七
月
十
二
日
側
、
午
前
九
時

号842 ー第号~

裁
判
所
職
員
(

三
十
分
か
ら
十
一
時

と
-
す
っ
:
上
田
市
消
防
会
館
三
階
会
議

室
内
容
・
:
講
演

演
題
H
H

「
地
域
福
祉
活
動
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

の
課
題
」

講
師

1
上
回
し
い

の
み
会
副
理
事
長

(
元
上
田
市
社
協
事
務
局
長
)

喜
多
尾
英
次
さ
ん

自
治
会
長
の
変
更

四
月

一
日
付
の
「
広
報
う
、
え
だ
」
で

五
十
六
年
度
の
自
治
会
長
名
簿
を
掲
載

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
自
治
会
長
の

変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

マ
長
入
自
治
会
長
中
沢
富
茂
さ
ん

電
話
⑫
9
6
3
6

ー
信
州
大
学
公
開
講
座

1

「
や
さ
し
い
科
学
教
室
」
の

受
講
生
募
集

信
州
大
学
織
維
学
部
教
務
係

宮
⑫
1
2
1
5
内
線

2
0
8

受
情
対
象
者
:
・中
学
生
以
上
の
一
般
市

民

に
時
わ
る
裁
判
所
速
記
研
修
生
を、

そ

れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
:
約
四
十
名

(定
員
に
な
り

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
)

受
付
期
間
・
・
・
七
月
十
三
日
開
i
七
月
三

十
一
日
例

日
時
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
:
・
左
表
の
と
お
り

会

場

・:信
州
大
学
繊
維
学
部

申
込
方
法
・:
所
定
の
申
込
書
に
受
講
料

千
五
百
円
を
添
え
て
、
繊
維
学
部
教

務
係
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
:
実
施
要
項
、
申
込
書
の
郵
送

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
返
信
用
封
筒

(宛
先
明
記
、
六
十
円
切
手
貼
付
)

を
同
封
の
う
え
、
干

3
8
6

上
田

市
常
国
三
|
一
五
|
一
信
州
大
学

繊
維
学
部
教
務
係
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

信州大学公開講座日程表

期 日 言迄 義 題 目 言魯 師

8月3日(月) 機構(メカニズム)の話 中沢 賢助教授

8月4日(火) オペレーションズ・リ(サORー)チの話 嶋崎目白典教授

8月5日(!)¥) 動力の話 松田英臣助教授

8月6日(*l 衣服の話 篠原 昭教授

8月7日樹 腐食(さび)の話 高木 春郎教授

土
曜
日
は
午
後

O
時
三
十
分
)
ま

精
神
障
害
者
家
族
会

の
勉
強
会

精
神
障
害
者
家
族
会

宮
⑮
3
2
4
7
(
午
後
だ
け
)

精
神
障
害
者
家
族
会
で
は
、
患
者
に

よ
く
な

っ
て
も
ら
う
に
は
家
族
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
を
学
ん
だ
り
、
体
験

を
話
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
勉
強
会
を
次
の
と
お
り
聞
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ

支
、
い

。

と

き

:
・七
月
十
六
日
州
、
午
後
一
時

か
ら

と
ニ
ろ

・
上
回
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

二
階
会
議
室

講

師

・
:
栗
本
総
法
先
生
(
精
神
科
医

師
)

内

容

:
・
お
話

(患
者
さ
ん
と
の
か
か

わ
り
合
い
方
)
と
相
談

賞

用

:
・
無
料

斑時間はいずれも 午後5・10-9:10 

検
察
審
査
会
に

お
気
軽
に
ご
相
談
を
ノ

長
野
地
方
裁
判
所
上
回
支
部
内

上
回
検
察
審
査
会

含
⑫
0
0
0
3

七
月
十
二
日
は、

検
察
審
査
会
が
施

行
さ
れ
て
三
十
三
年
自
の
記
念
日
で
す
。

検
察
審
作
会
は
、
選
挙
人
名
簿
の
中

か
ら
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
検

察
審
炎
員
が
国
民
の
代
表
と
し
て
、
だ

れ
か
ら
も
、
い
か
な
る
機
聞
か
ら
も
指

図
、
命
令
、
干
渉
さ
れ
ず
自
分
た
ち
の

意
志
だ
け
で
、
主
に
検
事
が
犯
人
を
法

判
に
か
け
な
い
こ
と
の
善
し
悪
し
を
審

公
し
て
、
そ
れ
が
正
し
く
な
い
と
き
は
、

検
事
の
監
停
者
で
あ
る
検
事
正
に
、
犯

人
を
裁
判
に
か
け
る
よ
う
要
求
す
る
役

所
で
す
。

で
す
か
ら
選
挙
権
を
持

っ
て
い
る
人

は
、
い
つ
か
は
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
選
ば
れ
た
と
き

は
進
ん
で
検
察
審
告
会
議
に
必
ず
出
席

し
、
そ
の
務
め
を
果
た
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
交
通
事
故
、
お
ど
し
、
暴

行
、
傷
害
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ

っ

た
の
に
、
検
事
が
そ
の
犯
人
を
裁
判
に

か
け
な
か
っ
た
と
き
は
、
検
察
審
査
会

に
そ
の
処
分
不
当
の
審
査
申
し
立
て
を

し
て
、
調
べ
直
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
申
し
立
て
は
簡
単
で
、

費
用
は
一
切
無
料
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
般
の
人
の
手
に
よ

っ
て
一
般
の
人
の
不
満
を
調
べ
る
の
で
、

申
し
立
て
が
む
ず
か
し
か

っ
た

り

調

べ
方
が
い
か
め
し
い
な
ど
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん。

お
気
軽
に
検
箆
審
査

会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



七
月
十
二
日
は
、
検
察
審
査
会
が
施

ーー 第

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
し

と
き
:
・
七
月
十
二
日
同
、
午
前
九
時

号

裁
判
所
職
員
(
初
級
)

842 第

を
募
集
し
ま
す

長
野
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

宮

0
2
6
2
@
4
9
9
1
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大麻(あさ)けしを

撲滅しよう

7月31日まで動撲滅運

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
現

広
で
実
施
さ
れ
た
工
業
統
計
調
査
の
長

野
県
集
計
結
果
が
公
表
さ
れ
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
毎
年

国
が
行
う
も
の
で
、
製
造
活
動
を
行
っ

て
い
る
事
業
所
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

五
十
四
年
の
調
査
と
比
較
し
て
、

事

業
所
数
は
同
数
で
す
が
、
従
業
者
数
が

五
百
四
十
二
人
、
現
金
給
与
総
額
が
四

十
億
一
千
五
百
九
十
五
万
円
、
原
材
料

使
用
額
等
が
二
百
八
十
六
億
八
百
五
十

九
万
円
そ
れ
ぞ
れ
附
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
製
造
品
出
荷
額
等
は
二
千
億
円
を

超
え
、
五
十
四
年
と
比
較
し
て
三
百
八

十
九
億
四
千
七
百
五
十
三
万
円
、
率
に

し
て
一
九
・
七
%
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

に
係
わ
る
裁
判
所
速
記
研
修
生
を
、
そ
(
土
曜
日
は
午
後

O
時
三
十
分
)
ま

…

れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
必
集
し
ま
す
。

で
。
な
お
、
郵
送
の
申
し
込
み
は
、
相

資
格
:
・
昭
和
三
十
五
年
四
月
二

日
(
速

七

月

二

十

四

日

ま

で

の

消

印

の

あ

る

記
研
修
生
は
昭
和
三
十
六
年
四
月
二
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

日
)
か
ら
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
試
験
日
・
:
第

一
次
試
験

九
月
二
十
日

ま

で

に

生

ま

れ

た

人

(

性

別

、

学

歴

川

は
問
い
ま
せ
ん

)

申
込
先
:
・干

3
8
0

長
野
市
旭
町

一

一
O
八

長

野
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け
し
は
、
制
え
て
良
い
も
の
と
悪
い
~

も
の
が
あ
り
ま
す
。
栽
培
が
禁
止
さ
れ
一

て
い
る
け
し
は
、
麻
薬
の
原
料
と
な
る
一

モ
ル
ヒ
ネ
を
含
ん
で
い
て
、
け
し
ほ
う
一

ず
か
ら
ア
へ
ン
が
取
れ
る
次
の
種
類
で
山

す
。

川

①

ソ

ム

ニ

フ

エ

ル

ム

純

…

秋
ま
き
二
年
生
で
、
高
さ
は

一

υか
川

ら
一
・
五
日
に
達
し
ま
す
。
五
、
六
月
一

こ
ろ
に
山
弁
の
十
セ
ン
チ

υ紅
の
白
、
川

ト
亦
、
紫
な
ど
の
花
を
聞
き
、
花
期
が
終

…

わ
る
と
長
円
形
ま
た
は
球
形
の
か
な
り
…

大
き
な
実
を
つ
け
ま
す
。

②

セ

テ

イ

ゲ

ル

ム

純

…

ソ
ム
ニ
フ
エ
ル
ム
柄
に
よ
く
似
て
い
…

ま
す
が
、
高
さ
は

0
・
i
υ
ぐ
ら

い
で
門

す
。
わ
が
国
で
は
、
ほ
と
ん
ど
見
か
け
山

な
い
口
問
純
で
す
。

川

最
近
、
恐
し
い
覚
せ
い
剤
が
嬬
女
子
、
い

青
少
年
の
聞
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

川

中
毒
に
よ
る
精
神
異
常
を
お
こ
す
党
せ
~

い
剤
の
誘
惑
に
の
ら
な
い
よ

7
、
十
分
…

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
六
月
十
五
日
か
ら
七
月
三
十

一
日
ま
で
、
全
国
い
っ
せ
い
に
「
大
麻

(あ
さ
)」「
け
し
」
の
撲
滅
運
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

大
麻
、
け
し
の
不
正
栽
培
は
、
依
然

と
し
て
後
を
絶

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大

麻
か
所
有
地
に
生
え
て
い
る
と
、
所
有

者
は
大
麻
取
締
法
で
出
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

大
麻
は
、
繁
他
力
が
強
く
ど
ん
な
土

地
に
も
生
え
、
野
生
化
し
ま
す
。

こ
れ

を
悪
用
す
る
と
、
吐
き
れ
や
悦
が
出
た

リ
、
と
き
に
は
料
神
異
常
を
お
こ
し
て

無
意
識
の
う
ち
に
暴
力
を
ふ
る
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
大
麻
の
特
徴
は
、
背
く

さ
み
が
あ
り
、
茎
は
四
角
形
で
緑
色
、

縦
に
み
ぞ
が
通

っ
て

い
て
太
さ
は
大
人

の
親
指
ほ
ど
で
、
高
さ
は
一

U
か
ら
一
・

五
汀
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。
業
は
三
枚

か
ら
九
枚
の
小
業
が
集
り
手
の
ひ
ら
の

形
を
し
、
そ
の
小
業
は
ノ
コ
キ
リ
の
歯

の
よ
う
に
切
れ
込
み
、
先
端
が
と
が
っ

て
い
ま
す
。

昭和55年工業統計調査結果

製造白出荷額等

2，000億円越える

事業所数 従業者数 現金給与総額 原材料使用額等 製造品出荷額等

昭和54年 17，486人
万円

11，722，038 万円
万円999 3，650，337 19，770，355 

昭和55年 999 18，028 4，051，932 14，582，897 23，665，108 

増加5数4) 542 401，595 2，860，859 3，894，753 (55-

前年対比
100.0 % 103.1 % % % % 55/54 111.0 124.4 119.7 

昭和 55年工業統計調査結果
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八六六
四八七

古
坂
か
ト
芯
さ
ん

(
大
手
二
丁
目
)

村
井
フ
サ
さ
ん

飯
島
長
右
衛
門
さ
ん

(
中
央
五
丁
目
)

中
沢
ナ
ヲ
ミ
さ
ん

若
狭
嘉
一
郎
さ
ん

小
林
と
う
さ
ん

備
詰
光
松
さ
ん

(
常
国
二
丁
目
)

箱
山
信
三
さ
ん

原

志

の

ぶ

さ

ん

倉
島
四
郎
さ
ん

荒
川
ト
ヨ
さ
ん

(
天
神
三
丁
目
)

南
川
満
子
さ
ん

(
中
央
二
丁
目
)

梅
原
十
七
さ
ん

山
崎
好
行
さ
ん

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

石
井
正
二
さ
ん

遠
藤
や
よ
ひ
さ
ん

回
玉
久
雄
さ
ん

山
田
文
江
さ
ん

(
材
木
町

一
丁
目
)
材
木
町

飯

塚

孝

平

さ

ん

保

野

降

簸

進

さ

ん

(
大
手
二
丁
目
)

えつ広報

臨型空醒盟謹
⑩ 

号842 

(
瓦
月
三
十
一
日
現
住
)

神保半大
手
町

7月は芸部会2諸宗
の届け月

三
五

八
六

八
八

大
手
町

川
辺
町

下
房
山

中
之
条

国

分
院

内

上
常
国

新

田

保

針

金
剛
寺

泉北
常
田

下
塩
尻

下
室
賀 平

八
三

七
九

下院柳
岡 室

引内沢

四
)¥ 

今
井
日
以
討
さ
ん

長
谷
川
正
雄
さ
ん

宮
崎
彦
吉
さ
ん

中
屋
佐
雄
さ
ん

吉
田
義
明
さ
ん

(
中
央
三
丁
目
)

藤
沢
つ
よ
さ
ん

(
大
手
一
丁
目
)

上
原
浪
江
さ
ん

市

川

厚

さ

ん

(
中
央
西
二
丁
目
)
鎌

柳
沢
春
枝
さ
ん

(中
央
西
一
丁
目
)
下
紺
屋
町

玉

井

正

美

さ

ん

鈴

子

友

井

友

四

郎

さ

ん

三

好

町

松
田
繁
平
さ

r

ん

中

村

林

鳳

漢

さ

ん

(
天
神
四
丁
目
)
南
天
神
町

林

源

三

さ

ん

四八八七
六三二七

七

(
中
央
三
丁
目
)

池
田
春
太
郎
さ
ん

伊
藤
新
三
郎
さ
ん

春
原
と
り

J

あ
さ
ん

手

塚

謙

さ

ん

伊
勢
豊
吉
さ
ん

(
常
田
二
丁
目
)

清
水
潔
貞
さ
ん

高
村
文
夫
さ
ん

(
中
央
北
一
丁
目
)
新
田

小

林

義

吉

さ

ん

緑

が

丘

西

桜

井

国

次

さ

ん

浦

野

清
水
加
奈
子
さ
ん
朝
日
ヶ
丘

一
宮
宣
士
口
さ
ん

(
緑
が
丘
一
丁
目
)
新
屋

矢
ケ
崎
ふ
さ
き
ん

(中
央
西
二
丁
目
)下
紺
屋
町

七六七七
七丘二九

原、

町

末
広
町

分

去

袋

町

国

分
五

加

仁
古
田

下
本
郷

八七六九
七九八五

原、

四八七
00八

市では、 「福祉年金」の受給権者の皆さん

へ、①公的年金の受給状況と、②昭和55年中 3

に譲渡所得があったか、どうかを届けていた

だくための「往復はがき」を、今月の20日ご

ろま でにお送りします。;

この「はがき」が届きましたら、必要なこ j
とがらを書き込んで、必ず 1週間以内に市役 :

所へ送り 返してください。

le入する内容 この「届J(はがき)に書き込ん

でいただく ことがらは、次のとおりです。

①公的年金の受給状況…あなたは、現在、 j 
厚生年金やその他の公的年金を受け取っ

てい るか、いないか。

②譲渡所得の有無-一昭和55年中に、あなた

ゃあ なたの配偶者、扶養義務者に譲渡所

得があったか、どっか。

正確な記入を この「届」を出さなかったり、

間違った ことを書き込んでしまうと、それ

が原因で年金を停止されることになる恐れ

があり ます。ご家族の皆さんが確かめ合い、

わカらな いことは遠慮なく市役所国民年金

係にお問い合わせのうえ、正確に書き込み

お早〈送 り返してください。

〈国保年金課国民年金係官⑫4100内線284・
有線②0711>

七六
五八

上
常
田

上
室
賀

八五七五
一四 O 四

四
四

六八五八七
六三五一五

八
二

七
六

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

16日

阿
部
幸
子
さ
ん

(
中
央
東
)

林

丹

治

さ

ん

上
川
原
柳
町

大

湯

八七
八七

E 

2 

圭

3 
2 

三

Z 
T 

T 

主

2 
z 
三
-
3 
E 

ミ
_; 

5 

j 
L 

た
ば
こ
は

市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

六
五

八
三

八
八七

皆
さ
ん
が
お
買
い
に
な
る
「
た
ば
こ
」

は
、
一
年
間
で
約
三
億
六
千
三
百
万
円

(
五
十
五
年
度
実
績
)
が
た
ば
こ
消
費

税
と
し
て
市
の
収
入
に
な
り
、
明
る
い

豊
か
な
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
に

大
き
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

出
張
や
旅
行
の
と
き
も
、
た
ば
こ
は

市
内
で
買

っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

五
八

八
九

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一

、

か

ら

だ

を

き

た

え

、

教

養

を

高

め

、

豊

か

な

文

化

を

育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ

た

た

か

い

心

が

ふ

れ

あ

う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一

、

平

和

と

自

由

を

求

め

、

広

く

世

界

に

目

を

向

け

た

明

る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

(臼午

市長
〈だ
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